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東松山市立新宿小学校 阿彦あかり 

研修テーマ 

『全国学力・学習状況調査から理科の資質・能力を育成するための授業改善を図った実践を

行い、その成果を県下に普及して各小学校における理科指導の改善に資する』 

 

Ⅰ 実践内容の設定理由 

 令和４年度全国学力・学習状況調査では、「知識」「技能」「分析・解釈」「構想」「検討・

改善」で問題が構成されていた。その中で、「構想」の正答率が５０％程度であった。また、

学級でアンケートをとった結果、「問題から予想や仮説をたてることができる」と答えた児

童は４４％、「解決方法を考えることができる」と答えた児童は２８％であった。そこで、

児童に「構想」する力を身に付けさせるための学習指導の工夫について研究することとした。 

 

Ⅱ 仮説 

 問題を解決するまでの道筋を構想するには、問題を把握し、問題から予想や仮説を発想し、

その予想や仮説を基に、解決の方法を発想することが大切である。また、解決の方法を発想

する際には、結果を見通すことも大切である。（「令和４年度全国学力・学習状況調査 解説

資料）一部抜粋）そこで、以下のように仮説を立てた。 

仮説① 

   今までの単元の流れで行ってきたことに、疑問や予想したことなどを一度整理する時

間（思考の整理）を意図的に設けることで、今後の構想を見通しをもって発想しやすく

なるであろう。 

 〈今までの単元の流れ〉            〈仮説後の単元の流れ〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  仮説② 

    解決方法を発想する際、得られる結果を見通す機会を意図的に設けることで、より

具体的で妥当性のある解決方法を発想することができるであろう。 

仮説③ 

    ワークシートを活用することで、単元の流れを把握しやすくする。また、どの単元

や学年でも使いやすくすることで、問題を解決するまでの道筋を今後も継続して発想

していく力が養われるであろう。 
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Ⅲ 指導の実際・仮説の検証① 

アンケート結果より、「予想・計画両方得意と答えた児童」・・・Ａさん 

「予想はできるが・計画がにがてと答えた児童」・・・Ｂさん 

           「予想・計画両方苦手と答えた児童」・・・Ｃさん 

「雲と天気の変化」 

～思考を整理し、結果の見通しをもつことで「構想」する力を身に付ける～ 

第５学年 
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予想 雲と天気の変化にはどんな関係があるのかな 

 

 

 

 

 

☆評価 

Ａさん・・・みんなから出た疑問をもう一度整理することで、何から調べた方がいいか見

通しをもてていた。また、自分の経験を根拠にして予想することができた。 

Ｂさん・・・台風での学習内容を基に、予想することができた。 

Ｃさん・・・自分では、根拠を基に予想することができなかったが、友達の意見を聞いて

自分の考えに近い意見を取り入れていた。 

 

 

天気と雲の関係を調べ、天気予報をしよう。 

晴れているところと曇っ

ているところがあって、雲

が薄いところ 

があったよ。 

 

そうそう、方角によって

雲の形や量が違ったよ

ね。本当に 

天気に関係 

あるのかな。 

 

雲観察カードで確認した

ら、巻層雲らしいよ。やが

て雨になる雲って 

書いてあったよ。 

雲と天気は何か関係がありそうだな。 

仮説① 

   今までの単元の流れで行ってきたことに、疑問や予想したことなどを一度整理する

時間（思考の整理）を意図的に設けることで、今後の構想を見通しをもって発想しや

すくなるであろう。 

 

では、気づいたこ

とや疑問点からも

う一度調べてみた

いことを整理 

してみましょ 

う。 

 

児童の思考を整理する

ことにより、さらにその

先の見通しをもて、学

習のゴールを自分たち

で決めていた。学習問

題に後で追加した。 

ぼくは、○○さんの

考えに似ているな。 
雲は時間とともに変化して

南から北へいくと思う。台

風の時も、そう 

だったから。 

 

 

 

まず、天気と雲が関係

あるか調べてから、どう

関係しているのか調べ

ていくのがいいと思う

な この前、雲の観察をしたとき、東に

雲があまりなくて、西に雲がたくさ

んあったよ。お昼休みは、 

雲が増えていたから、西 

から東ではないかなあ。 
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☆評価 

Ａさん・・・友達の意見を聞いて、より正確な結果が得られるよう予想し計画を立てるこ

とができた。また、実際の観察場面でも自分の予想した結果がどう表れるか

考えながら観察することができた。 

Ｂさん・・・友達から観察方法を聞くことで、自分の予想だと北を観察すればいいと計画

することができた。また、実際の観察場面では、決まったことを理解し、実

行することができた。 

Ｃさん・・・計画を立てる場面では、何となく理解していたものの、実際の観察場面では、

予想からどう観察したらよいのか行動できないでいた。 

 

 仮説② 

   解決方法を発想する際、得られる結果を見通す機会を意図的に設けることで、よ

り具体的で妥当性のある解決方法を発想することができるであろう。 

ぼくは、○○さんの。 
 

実際に、空を目で見て観

察するのがいいよね。 

 

 

時間とともに変化していくなら、１

時間おきに観察して、タブレットで

も一日撮影しておけばいいのでは。 

 

 

星の観察は、同じ場所から同

じ方角を向いていたよね。 

 

 

どんな観察をすれば、みんなの予想が確認できそうかな。 

 

 

なるほどね。それで観察し

てみよう。 

 

 

北を向いて、朝礼台から

みんなで観察すれば、 

その雲の動きで北 

に動くのか分かる 

はず。 

 

 

念のため、西の空と東の空もタ

ブレットで記録しておくと、確

認しやすいのではない 

かな。 

 

 

 

何をどう観察するんだ

っけ？とりあえず、撮

っておけばいいかなあ 
  

朝礼台から、北の校舎上の

空を観察するんだよ。隣で 

撮ってごらん。きっと、昼

休みには、雲が移動してい

るだろうな。 

 

確か、西と東の空もタブレ

ットで撮っておこうと決

まったよな。この方角でい

いかな。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 「指導の実際・仮説の検証①」の課題を基に仮説の検証② 

 

「流れる水のはたらき」 

～思考を整理し、結果の見通しをもつことで「構想」する力を身に付ける～ 

第５学年 

 

 

 

 

 

〈検証①の課題▲からの検証結果〉 

▲整理で時間を取ってしまったため、疑問を出し合う段階でポイントとなる言葉や単語を板書に

残し、さらっと確認する程度にする。その代わり、言葉だけでは消えてしまうので、しっかりと

板書に残し、ワークシートにも残す。 

▲いきなり細かい計画を立てることが難しかったため、整理した疑問を基に、大まかな解決方法

を対話を通して構想していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の流れが分かりやすくな

って、いいです。   

 

 
予想を書く欄をもっと大きく

してほしいです。他の人の理

由も書きたいからです。 

 

 
全体的に欄を大きくして、計

画や考察をもう少し広く使っ

て書きたいです。 

 

 

仮説③ 

    ワークシートを活用することで、単元の流れを把握しやすくする。また、どの単

元や学年でも使いやすくすることで、問題を解決するまでの道筋を今後も継続して

発想していく力が養われるであろう。 

 

仮説① 

   今までの単元の流れで行ってきたことに、疑問や予想したことなどを一度整理する

時間（思考の整理）を意図的に設けることで、今後の構想を見通しをもって発想しや

すくなるであろう。 

 



 板書にポイントとなる言葉と発言した児童の名前を残すことで、疑問と解決方法をつなぎ

ながら授業を進めることができた。また、大まかな解決方法を考えることで、簡単な今後の

見通しをもてた。 

 

 

 

 

 

〈検証①の課題▲からの検証結果〉 

▲まず自分の予想をもたせ、それが合っていたときの結果も見通すことでより具体的で妥当性の

ある計画を立てられるようにしたい。 

 ▲自分なりの予想を根拠を基に考えさせられるよう、ワークシートに図や絵を用意し、具体的に

書き込める場所を広く確保することで、イメージしやすくする。 

 ▲何を調べていきたいのかを前の話合いに戻って考えたり、計画をより具体的に記録したりでき

るようワークシートの配置を工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自分や友達の予想に対する結果を見通すことにより、計画をより具体的で妥当性のあるものにす

ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

〈検証①の課題▲からの検証結果〉 

▲仮説①と仮説②で出た反省点を活かしながらワークシートを改善し、より児童の思考の流れに

そったものとしていきたい。 

 

 

 仮説② 

   解決方法を発想する際、得られる結果を見通す機会を意図的に設けることで、よ

り具体的で妥当性のある解決方法を発想することができるであろう。 

仮説③ 

    ワークシートを活用することで、単元の流れを把握しやすくする。その際、大ま

かな流れのみのワークシートにすることで、どの単元や学年でも使いやすくすると

ともに、自分達で構想し、つくりあげられるものとする。それにより、問題を解決

するまでの道筋を今後も継続して発想していく力が養われるであろう。 

 



改善前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善後 

 



 

 

 今までの課題に対してワークシートを改善することにより、児童だけでなく教師側も使い

やすいものとなった。児童が先を見通して、進んで学習する姿が増えた。また、ワークシー

トに対応する板書掲示を作成することにより、板書とワークシートが対応し、より見やすい

ものとなった。 



Ⅴ 成果と課題の分析（成果○課題▲） 

仮説① 
 ○一度思考を整理することで、ゴールが明確になり、何を調べ何を予想すればよいのか分かりや

すくなった。 

 ▲整理で時間を取ってしまったため、疑問を出し合う段階でポイントとなる言葉や単語を板書に

残し、少し確認する程度にする。言葉だけでは消えてしまうので、代わりにしっかりと板書に残

し、ワークシートにも残す。 

 ▲いきなり細かい計画を立てることが難しかったため、整理した疑問を基に、大まかな解決方法

を対話を通して構想していく。 

 仮説② 
 ○児童の予想から、ポイントを押さえ見通しをもたせるような発問をすることで、結果を見通し

た発言が生まれた。 

 ▲まず自分の予想をもたせ、それが合っていたときの結果も見通すことでより具体的で妥当性の

ある計画を立てられるようにしたい。 

 ▲自分なりの予想を根拠を基に考えさせられるよう、ワークシートに図や絵を用意し、具体的に

書き込める場所を広く確保することで、イメージしやすくする。 

 ▲何を調べていきたいのかを前の話合いに戻って考えたり、計画をより具体的に記録したりでき

るようワークシートの配置を工夫する。 

仮説③ 
 ○授業の流れを見通すのに適していた。 

 ▲仮説①と仮説②で出た反省点を活かしながらワークシートを改善し、より児童の思考の流れに

そったものとしていきたい。 

 

 

  検証①の課題をもとに検証②を行った結果、仮説の通り「思考の整理の時間をとること」が必要

であると感じた。その際、児童のつぶやきやポイントとなる言葉、発表した児童の名前を板書に残

すことが大切である。また、「自分の予想から得られる結果を見通すこと」も大切であると感じた。

これらをより児童がスムーズに授業の中で実現するためにも、「児童の思考に合わせたワークシー

ト」が活躍したようにも感じる。 

検証後再び学級でアンケートをとった「問題から予想や仮説を立てることができる」と答えた

児童は４４％から９７％と増えた。「解決方法を考えることができる」と答えた児童は２８％から

９１％と増えた。 

 

Ⅵ まとめ 
今回の検証により、問題を把握し、問題から予想や仮説を発想し、その予想や仮説を基に、解決の

方法を発想する児童が増えた。これは、児童の課題として上がった問題を解決するまでの道筋を構

想する力を少しでも身につけられたといえるのではないだろうか。検証を時期をずらして二度実施

することで、一度目の検証で課題に上がったことは、やはり大切なことであり、今後も意識して取り

組んでいくべきことだと実感した。作ったワークシートを自分だけではなく他の先生方や違う学年

でも活用できるか、さらに検討していきたい。今回は、仮説を３つも立ててしまったため、どの仮説

が児童の実態の変化により関わっていたのかはっきりしなかった。そこで、次回は別の課題に対し

て仮説を１つにしぼり、検証を行っていきたい。 


